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背景、目的、ガイドラインの構成、用語の定義第１章 ガイドラインの位置づけ

・エネルギー化技術導入の意義

・対象技術とその概要

参考資料編

(１) エネルギー化技術の概要 (２) エネルギー化技術の国内導入事例
(３) エネルギー化技術の海外導入事例 (４) 下水汚泥エネルギー製品に対する受け入れ基準の例
(５) 事業方式、助成制度及び関連法規資料 (６) 燃料製品の安全性に関する資料
(７) 温室効果ガス削減効果に関する資料

・導入検討の手順
・基礎調査
・自治体が抱える課題と課題解決の可能性がある技術の整理
・エネルギー化技術の留意点
・下水処理場の特性の把握
・各技術により生成される製品品質の視点
・製品受け入れ先のニーズの把握
・事業性の検討
・温室効果ガス削減効果の算定
・事業形態の設定

・エネルギー化技術の国内導入事例

・エネルギー化技術の海外導入事例

・我が国のエネルギー化技術レベルの現状

第３章 エネルギー化技術の導入事例

第４章 エネルギー化技術の導入検討手法

条件設定、事業費及び温室効果ガス削減効果の試算

第５章ケーススタディ

第２章 総論

下水道が有する資源・エネルギーと主な利用用途（案） 水素関連技術を含んだ技術体系（案）

エネルギー化技術区分 検討対象技術 個別技術の例

Ⅰ．固形燃料化技術

汚泥炭化技術

汚泥乾燥技術

造立乾燥
油温減圧式乾燥
改質乾燥
表面固化乾燥

Ⅱ．バイオガス利用技術

バイオガス回収技術

バイオガス発電技術

ガスエンジン
マイクロガスタービン
燃料電池
ロータリーエンジン

バイオガス直接利用技術

自動車燃料利用技術
ガス導管直接注入技術
都市ガス供給・都市ガス
原料供給技術
ガス運搬技術

Ⅲ．熱分解ガス化技術 ガス化炉

Ⅳ．焼却廃熱発電技術
蒸気タービン発電
バイナリー発電

Ⅴ．水素利用技術

前処理技術
PSA法
膜分離法
高圧水吸収法

水素製造技術
（精製を含む）

水蒸気改質
SOFC燃料電池

水素供給（出荷）技術

水素発電技術 水素燃料電池
水素ガスタービン

その他関連技術

複合バイオマス受入技術 表形式で6技術を紹介

消化促進技術 表形式で11技術を紹介

水素関連技術

表形式で技術紹介
（水素ステーション技
術、汚泥熱分解技術、B-
DASH予備調査技術など）

本ガイドラインにおいて検討対象とする下水汚泥エネルギー化技術

（肥料）

焼却等

固形燃料化

再生水

下水熱

汚泥処理

工程 下水道が有する
エネルギー

エネルギー化
技術区分（製品）

バイオガス

（固形燃料）

（改質ガス）

（焼却灰）

（りん）

（バイオガス）

水処理下水

コンポスト等

（焼却廃熱）

（焼却灰）

複
合
バ
イ
オ
マ
ス
受
入

消
化
促
進
技
術

消化

汚泥

バイオガス利用技術
ガス精製・運搬技術

（水素）

トイレの洗浄水･雑用水

空調熱源・給湯・融雪

建設資材利用

セメント原料

石炭代替燃料

都市ガス

利用用途

ガス発電燃料

自動車燃料

焼却廃熱発電

ガス発電燃料

緑農地利用

空調熱源・給湯・融雪

消化槽加温

緑農地利用

環境用水

FCV燃料

消化槽加温・補助燃料

熱分解ガス化

リン回収

燃料電池発電
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